
古くから「首子七塚」と呼ばれた地域。組合式家形石棺の出土や、木棺を直葬した形跡が
みられること等が特徴的。被葬者は不明だが、只塚廃寺と當麻寺に挟まれている立地
上、後の当麻氏に繋がる人々が葬られていた可能性があるのではとのこと（葛城市歴史
博物館より）。また現地は、登録名「二上山が眺望できる首子古墳群周辺」で2013年（平
成25）に奈良県景観資産の登録を受けている。

二上山が目前に聳え立ち、當麻寺からもほど近い立地でありながら、案内板がなく、国所
有の1号・4号・8号墳については、これが県指定史跡であることを指し示す表記もないた
め、知らなければ素通りしてしまうような状況なのが大変残念。せめて、5号墳の説明板だ
けでも修正し、訪れる人にわかりやすいものとなることを願ってやまない。
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記入者 饗庭美波子

饗庭 石井 大谷

年2021 3 月 13

垣内

自由

大半が国の所有となっている等の問題から、案内板や駐車場の設置は難しいとのこと（葛
城市歴史博物館より）。また、5号墳のある道路沿いに旧當麻町が製作した説明板がある
が、情報が古い。1981年(昭和56)当初県の指定を同時に受けたが、後に修正され別個の
指定となった7号墳（只塚廃寺）の再調査が行われる前の内容で、現状に即していないた
め、修正を望みたい。

特になし。首子1号・4号・5号・8号墳が県指定史跡であり、1号・4号・8号墳は国、5号墳は
葛城市が所有者。管理は、国へ許可をとった上で全て葛城市が行っている。草が生い
茂っているが、人が自由に見学できる程度には整えられている。
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久門 鶴田



8号墳 旧當麻町製作の説明板

文化財名 首子古墳群

奈良県指定文化財調査票（写真）

日
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調査日 記入者 饗庭美波子2021 年 3 月 13

饗庭 石井 大谷 垣内 久門 鶴田

1号墳 4号墳

5号墳上から二上山方向5号墳外観


